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縄
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1
1
月
1
R
か
ら
7
日
ま
で
は
　
「
文
化
財
保

護
強
調
週
間
」
　
で
す
。
全
国
的
に
文
化
財
の

保
護
と
活
用
の
推
進
を
図
る
た
め
、
各
種
事

業
が
行
わ
れ
ま
す
。

東
京
文
化
財
ウ
イ
ー
ク
は
、
こ
れ
に
合
わ

せ
て
都
内
全
域
で
文
化
財
を
一
斉
に
公
開
す

る
と
と
も
に
、
区
市
町
村
教
育
委
員
会
等
で

文
化
財
に
関
連
し
た
企
画
事
業
を
実
施
す
る

も
の
で
す
。

●
公
開
事
業

1
0
月
3
1
日
　
（
土
）
　
～
1
1
月
8
日
　
（
日
）

区
内
の
国
お
よ
び
都
指
定
の
文
化
財
な
ど

が
公
開
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
練
馬
区
の
身
近
な
文
化

財
や
歴
史
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
4
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇国指定天然記念物◇

三宝寺池沼沢植物群落

●
企
画
事
業

1
0
月
1
日
　
（
木
）
　
～
1
1
月
3
0
日
　
（
月
）

練
馬
区
で
は
企
画
事
業
と
し
て
、

○
文
化
財
講
座

「
縄
文
時
代
を
楽
し
も
う
・
・
」

○
石
神
井
城
跡
巡
り
と
発
掘
パ
ネ
ル
展

○
尾
崎
遺
跡
出
土
品
解
説
会

を
実
施
し
ま
す
。

昨年の「石神井城跡巡りと発掘パ

ネル展」で解説を聞く親子連れ

◇
ガ
イ
ド
冊
子
「
東
京
文
化
財
ウ
イ
ー
ク
」

東
京
文
化
財
ウ
イ
ー
ク
全
体
の
事
業
内
容

を
詳
し
く
記
し
た
ガ
イ
ド
冊
子
　
「
東
京
文
化

財
ウ
イ
ー
ク
」
　
は
、
9
月
下
旬
に
練
馬
区
教

育
委
員
会
文
化
財
係
　
（
練
馬
区
役
所
本
庁
舎

‖
階
）
や
区
立
図
書
館
な
ど
で
配
布
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
同
内
容
が
東
京
都
教
育
委
員

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
も
掲
載
さ
れ
ま
す
。

練
馬
区
以
外
の
事
業
に
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
「
尾
崎
遺
跡
に
み
る

縄
文
土
器
研
究
の
お
も
し
ろ
さ
」

文
化
庁
主
任
調
査
官
　
原
田
昌
幸

都
指
定
史
跡
の
尾
崎
遺
跡
に
つ
い
て
、
縄

文
時
代
を
中
心
と
し
た
研
究
の
お
も
し
ろ
さ

を
お
話
し
し
ま
す
。

◆
「
縄
文
時
代
の
く
ら
し
」

区
郷
土
資
料
調
査
員
　
都
築
恵
美
子

区
内
の
遺
跡
を
通
じ
て
、
縄
文
時
代
の
人

々
の
生
活
に
つ
い
て
概
説
し
ま
す
。

【
目
時
】1
0
月
1
8
日
　
（
日
）
　
午
後
2
時
～
5
時

【
場
所
】区
役
所
ア
ト
リ
ウ
ム
棟

地
下
多
目
的
会
議
室

【
定
員
】
一
〇
〇
名
（
無
料
）

【
申
込
み
】

電
話
受
付
　
（
先
着
順
）

練
馬
区
教
育
委
員
会
文
化
財
係

○
受
付
開
始

1
0
月
1
日
　
（
木
）
　
午
前
8
時
3
0
分
～

○
受
付
電
話

0
3
　
（
5
9
8
4
）
　
2
4
4
2

文
化
財
を
訪
れ
る
際
に
は
、
所
有
者
や
周
囲

の
人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

尾崎遺跡出土

縄文時代早期土器
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戦
国
時
代
お
り
手
の
領
主
た
ち

ね
り
ま
の
中
世
は
、
豊
島
氏
の
歴
史
で
語

ら
れ
、
文
明
9
年
　
（
一
四
七
七
）
　
太
田
道
港

の
攻
撃
を
う
け
た
豊
島
勘
解
由
左
衛
門
尉
の

石
神
井
城
逃
亡
で
終
わ
る
こ
と
が
多
い
で
し

ょ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
豊
島
氏
が
没
落
し

た
の
は
戦
国
時
代
の
始
ま
り
に
あ
た
り
ま
す
。

百
年
余
り
に
わ
た
る
戦
国
時
代
の
ね
り
ま
で

は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
領
主
が
転
変
盛
衰
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
戦
国
時
代
の
ね
り
ま
の
領

主
た
ち
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

戦
国
時
代
の
始
ま
る
十
五
世
紀
半
ば
こ
ろ
、

区
域
に
は
、
石
神
井
の
豊
島
氏
以
外
に
も
、

練
馬
郷
　
（
旧
上
・
下
練
馬
村
周
辺
か
）
　
に
は

地
名
を
冠
し
た
　
「
ね
～
ま
ひ
や
う
こ
　
（
練
馬

兵
庫
）
」
　
と
い
う
領
主
が
い
ま
し
た
　
（
「
米
良

文
書
」
）
。
ま
た
、
豊
島
氏
が
主
に
石
神
井
川

沿
い
地
域
を
押
さ
え
て
い
た
の
に
対
し
、
白

子
川
沿
い
に
は
白
子
郷
（
現
和
光
市
周
辺
）

を
拠
点
と
し
た
庄
加
賀
入
道
善
寿
と
い
う

領
主
も
い
ま
し
た
。
善
寿
は
、
隣
接
す
る
赤

塚
郷
（
京
都
鹿
王
院
の
寺
領
）
　
の
用
水
使
用

料
を
徴
収
す
る
な
ど
、
他
人
の
所
領
に
ま
で

侵
入
し
権
益
拡
大
を
謀
っ
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
（
「
鹿
王
院
文
書
」
）
。
そ
し
て
、

善
寿
の
一
族
と
み
ら
れ
る
庄
中
務
丞
な

ど
も
い
ま
し
た
　
（
「
米
良
文
書
」
）
。

◇
太
田
氏
の
時
代

石
神
井
の
豊
島
氏
が
没
落
し
た
後
の
約
半

世
紀
、
区
域
に
関
わ
る
古
文
書
や
記
録
類
は

ほ
と
ん
ど
残
っ
て
お
ら
ず
不
明
な
点
が
多
い

の
で
す
が
、
豊
島
氏
が
も
っ
て
い
た
所
領
は
、

江
戸
城
主
の
太
田
道
潅
と
そ
の
子
孫
に
引
き

継
が
れ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
大
永

4
年
（
一
五
二
四
）
、
江
戸
城
を
守
る
太
田
資

高
（
道
港
の
孫
か
）
は
、
主
人
の
扇
谷
上
杉

朝
興
を
離
叛
し
、
城
と
共
に
相
模
小
田
原
の

北
条
氏
綱
に
従
属
し
ま
し
た
。
江
戸
城
は
北

条
氏
に
接
収
さ
れ
ま
し
た
が
、
太
田
氏
の
所

領
は
安
堵
さ
れ
た
と
み
え
、
資
高
は
氏
綱
の

娘
を
妻
と
し
、
そ
の
子
康
資
も
、
永
禄
期
（
一

五
五
八
～
七
〇
）
初
め
に
氏
康
（
氏
綱
の
子
）

の
養
女
　
（
遠
山
綱
景
の
娘
）
　
を
妻
と
し
、
北

条
氏
の
有
力
な
一
門
に
列
し
ま
し
た
。

康
資
の
時
代
、
永
禄
2
年
　
（
一
五
五
九
）

に
北
条
氏
が
作
成
し
た
『
所
領
役
帳
』
に

よ
る
と
、
康
資
の
直
轄
領
九
三
〇
貫
文
余
の

う
ち
　
「
石
神
井
」
　
に
は
一
七
貫
五
〇
〇
文
の

所
領
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
康
資
に
は

軍
事
的
に
付
き
従
う
同
心
　
（
寄
子
）
　
が
い
ま

し
た
が
、
そ
の
う
ち
康
資
の
兄
景
資
は
　
「
土

志
田
　
（
土
支
田
）
」
　
に
六
貫
五
〇
〇
文
、
岸

某
は
　
「
石
神
井
の
う
ち
谷
原
在
家
」
　
に
一
貫

七
〇
〇
文
所
領
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

康
資
の
父
資
高
時
代
に
同
心
で
あ
っ
た
太
田

大
膳
亮
は
　
「
小
樽
・
保
屋
」
　
に
九
八
貫
八

六
〇
文
と
い
う
大
き
な
知
行
を
も
っ
て
い

ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
太
田
氏
と
そ
の
同

心
の
所
領
に
は
、
区
域
の
石
神
井
・
土
支
田
・

谷
原
・
小
樽
の
各
所
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
　
（
下
図
参
照
）
。

い
っ
ぽ
う
太
田
氏
以
外
に
も
区
域
に
所
領

を
も
つ
領
主
が
い
ま
し
た
。
北
条
氏
に
従
う

河
越
衆
の
金
曾
木
某
は
　
「
練
間
　
（
練
馬
）
」

に
百
貫
文
の
所
領
を
も
ち
、
北
条
家
臣
の
嶋

津
孫
四
郎
は
　
「
練
間
」
　
に
あ
っ
た
清
光
寺
の

旧
領
を
も
ち
、
中
村
平
次
左
衛
門
は
「
練
間
」

に
あ
っ
た
豊
前
方
　
（
未
詳
）
　
の
旧
領
三
八
貫

六
八
〇
文
を
知
行
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
江

戸
衆
の
森
新
三
郎
は
、
吉
原
某
の
領
し
て
い

た
「
中
新
居
（
中
新
井
）
」
一
四
貫
五
〇
〇
文

の
土
地
を
買
い
取
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
練
馬
や
中
新
井
に
は
、
太
田
氏

以
外
の
者
の
所
領
が
あ
り
、
そ
れ
ら
所
領
の

以
前
の
領
主
は
清
光
寺
や
豊
前
、
吉
原
氏
で

あ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

天
文
3
年
　
（
一
五
三
四
）
練
馬
郷
に
は
、

上
原
雅
楽
助
・
孫
九
郎
父
子
と
い
う
武
士
も

お
り
、
紀
伊
国
熊
野
那
智
社
の
御
師
実
報
院

の
檀
家
と
な
る
契
約
を
結
ん
で
い
ま
す
（
「
米

良
文
書
」
）
。
太
田
氏
は
、
豊
島
氏
の
旧
領
の

大
半
を
継
承
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
練

馬
や
中
新
井
地
域
は
、
当
時
ま
で
に
北
条
氏

の
侵
食
が
進
ん
で
い
た
か
、
あ
る
い
は
、
元
々

石
神
井
豊
島
氏
の
所
領
が
多
く
な
か
っ
た
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

◇
北
条
氏
　
（
江
戸
城
代
）
　
の
時
代

こ
の
状
況
も
長
く
は
続
か
ず
、
永
禄
6
年

（
一
五
六
三
）
　
末
、
康
資
は
、
安
房
の
里
見

氏
に
通
じ
、
北
条
氏
か
ら
離
叛
し
上
総
に
移

っ
た
た
め
、
そ
の
旧
領
は
北
条
氏
に
収
公
さ

れ
、
直
轄
領
や
家
臣
の
給
地
に
な
っ
た
と
み

ら
れ
ま
す
。
天
正
期
（
一
五
七
三
～
九
二
）

初
め
以
後
、
北
条
氏
一
門
の
北
条
氏
秀
が
江

戸
城
代
を
つ
と
め
、
周
辺
地
域
を
管
轄
し
ま

し
た
。
氏
秀
は
、
天
正
2
年
　
（
一
五
七
四
）

石
神
井
三
宝
寺
の
相
続
を
保
証
し
、
寺
内
で

の
殺
生
・
竹
木
伐
採
・
狼
籍
を
禁
じ
る
法
度

も
出
し
て
い
ま
す
　
（
『
武
州
文
書
』
）
。

氏
秀
の
死
後
に
は
、
天
正
1
1
年
（
一
五
八

三
）
　
頃
か
ら
早
川
某
と
い
う
武
士
が
、
三
宝

寺
の
寺
領
を
押
領
し
て
訴
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
当
時
石
神
井
辺
り
に
は
早
川
と
い
う
領

主
が
い
た
だ
け
で
な
く
、
三
宝
寺
も
寺
領
を

も
つ
領
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

石
神
井
に
は
、
三
宝
寺
以
外
に
道
場
寺
も

寺
領
を
も
っ
て
お
り
、
永
禄
5
年
　
（
一
五
六

二
）
　
北
条
氏
康
か
ら
、
以
前
の
と
お
り
不
入

地
と
し
て
段
銭
等
の
税
を
免
除
さ
れ
て
い

2
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ま
す
（
「
道
場
寺
文
書
」
、
左
写
真
）
。
こ
の
両

寺
院
に
か
ぎ
ら
ず
、
寺
院
や
神
社
は
多
少
の

差
こ
そ
あ
れ
所
領
を
も
つ
領
主
で
し
た
。

文
化
財
保
護
審
議
会

重
点
委
嘱
（
第
1
2
期
）

石
造
物
を
移
設
し
ま
し
た

北条氏康朱印状（区指定有形文化財）

戦
国
時
代
の
ね
り
ま
に
は
、
石
神
井
の
豊

島
氏
の
他
に
も
練
馬
氏
・
庄
氏
な
ど
の
領
主

が
い
ま
し
た
。
豊
島
氏
の
没
落
後
、
そ
の
旧

領
は
太
田
道
港
の
子
孫
に
継
承
さ
れ
、
そ
の

支
配
は
八
〇
年
余
に
及
び
ま
し
た
。
永
禄
2

年
頃
に
は
練
馬
氏
な
ど
以
前
の
領
主
も
姿
を

消
し
、
練
馬
・
中
新
井
地
域
に
は
北
条
家
臣

の
知
行
が
増
え
ま
し
た
。
永
禄
6
年
に
太
田

氏
が
退
去
す
る
と
、
北
条
氏
の
支
配
は
よ
り

強
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
三
〇
年
足
ら

ず
、
天
正
1
8
年
（
一
五
九
〇
）
豊
臣
秀
吉
の

侵
攻
を
う
け
江
戸
城
も
落
城
し
ま
し
た
。

［
用
語
解
説
］

。
貫
文
…
所
領
か
ら
得
ら
れ
る
収
益
等
を
銭

に
換
算
し
て
表
示
し
た
。
1
貫
は
千
文
、

1
文
　
（
銭
1
枚
）
　
は
現
在
の
価
値
で
百

円
～
二
百
円
程
度
と
さ
れ
る
。

・
知
行
…
主
人
か
ら
与
え
ら
れ
た
所
領
を
支

配
す
る
こ
と
。
ま
た
そ
の
所
領
。

練
馬
区
で
は
、
区
内
文
化
財
の
保
護
・
保

存
お
よ
び
活
用
を
図
る
た
め
、
練
馬
区
文
化

財
保
護
条
例
に
基
づ
き
、
学
識
経
験
者
で
構

成
さ
れ
た
練
馬
区
文
化
財
保
護
審
議
会
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

主
な
所
掌
事
務
と
し
て
、
①
教
育
委
員
会

の
諮
問
に
応
じ
る
。
②
重
要
事
項
を
調
査
し
、

審
議
す
る
。
③
重
要
事
項
に
つ
い
て
教
育
委

員
会
に
提
言
す
る
等
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
度
、

平
成
2
1
年
4
月
1
日
付
け
で
、
左
記
の
8
名

の
方
に
練
馬
区
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
を

委
嘱
し
ま
し
た
。
任
期
は
2
年
間
で
す
。

○
委
員
一
覧
（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

漆
澤
そ
の
子
　
日
本
芸
能
史
・
近
代
史
、
武
蔵

大
学
准
教
授

品
田
　
穣
　
　
保
全
生
態
学
、
東
京
農
業
大
学
客

員
教
授

柴
辻
　
俊
六
　
日
本
中
世
史
・
古
文
書
学
、
早
稲

田
大
学
講
師

副
島
　
弘
道
　
日
本
東
洋
美
術
史
、
大
正
大
学
教

授

古
川
　
修
文
　
民
俗
建
築
・
建
築
構
法
、
法
政
大

学
講
師

松
下
　
正
己
　
地
域
史
、
早
稲
田
実
業
学
校
評
議

員

三
田
村
佳
子
　
民
俗
学
、
埼
玉
県
立
歴
史
と
民

俗
博
物
館
学
芸
主
幹

森
　
公
章
　
日
本
古
代
史
、
東
洋
大
学
教
授

今
年
3
月
、
区
民
の
方
か
ら
平
和
台
3
丁

目
の
所
有
地
に
あ
る
石
造
物
を
譲
り
た
い
と

連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
慶
応
2
年
　
（
一
八

六
六
）
　
に
旧
下
練
馬
村
の
人
び
と
1
7
名
が
、

村
内
安
全
を
祈
願
し
て
建
立
し
た
こ
と
が
わ

か
る
石
造
物
で
し
た
。

正
面
に
は
、
上
部
に
目
・
月
、
下
部
に
三

猿
像
が
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
庚

申
塔
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
正
面
中

央
部
の
削
り
取
ら
れ
た
部
分
に
は
青
面
金

剛
立
像
が
浮
彫
り
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

ま
た
左
側
面
に
は
　
「
左
　
ね
り
ま
宿
　
戸
田

渡
し
　
道
」
、
右
側
面
に
は
「
右
　
上
板
は
し

下
板
は
し
　
道
」
　
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
道
標

を
兼
ね
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

台
石
の
両
側
面
に
は
願
主
名
と
今
神
、
渡

戸
、
本
村
、
重
現
、
正
久
保
、
下
宿
、
上
宿
、

三
軒
在
家
な
ど
の
字
名
が
み
ら
れ
ま
す
。

区
は
寄
贈
を
受
け
、
開
進
第
一
小
学
校
（
早

宮
2
・
1
－
3
1
）
北
側
の
「
埼
玉
道
」
標
柱
の

横
に
移
設
し
ま
し
た
。

▼
．
．
．
．
．
－
．
㌧
↑
ト
．
－
．
！
－
．
■
．
■
、
㌧
■
．
－
．
－
．
1
∴
1
．
㌧
∴
∵
ト
上
し

第
2
1
回
練
馬
区
伝
統
工
芸
展

◆
練
馬
に
活
き
る
　
伝
統
の
技
◆

代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
江
戸
の
心
と
技

が
込
め
ら
れ
た
作
品
の
数
々
。
こ
の
機
会
に

是
非
、
練
馬
の
伝
統
工
芸
に
触
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

多
く
の
方
の
ご
来
場
を
、
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

日
時
　
1
0
月
2
3
日
（
金
）
　
～
2
5
日
（
日
）

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

会
場
　
石
神
井
公
園
区
民
交
流
セ
ン
タ
ー

ピ
ア
レ
ス
A
棟
2
階
・
3
階

地
図
参
照

内
容
　
展
示
・
実
演
・
体
験
コ
ー
ナ
ー

（
予
定
）

主
催
　
練
馬
区
伝
統
工
芸
会

後
援
　
練
馬
区
・
練
馬
区
教
育
委
員
会

……′′…岬′■′

西武池袋線　石神井公園駅北口下車徒歩1分

†■ゝ‾－‾■‾■‾’一二‾、■二‾●‥‾M‾∵「一‾∵∵∵■‾－‾、‾▲‾‘‾■：？＿’‾’‾∵↑、「■て∵∵‾▲T∵∵‾∵丁■
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石
神
井
城
跡
巡
り
と

発
掘
パ
ネ
ル
展

公
開
さ
れ
る

区
内
の
国
指
定
文
化
財
・
都
指
定
文
化
財

◇
石
神
井
城
跡
及
び
三
宝
寺
池

（
都
指
定
旧
跡
）

【
日
時
と
内
容
】

①
石
神
井
城
跡
巡
り
日
月
3
日
（
火
・
祝
）

石
神
井
城
跡
（
中
世
豊
島
氏
の
城
郭
）
と

そ
の
周
辺
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
散
策

し
ま
す
。

a
愛
宕
山
塁
コ
ー
ス
（
所
要
約
1
時
間
、

出
発
‥
午
前
日
時
・
午
後
0
時
4
5
分
・

2
時
1
5
分
の
計
3
回
）

b
石
神
井
城
跡
主
部
跡
周
辺
コ
ー
ス
（
所

要
約
3
0
分
、
出
発
‥
午
前
1
0
時
3
0
分
・

1
1
時
4
5
分
・
午
後
1
時
3
0
分
・
3
時
の

計
4
回
）

②
石
神
井
城
跡
発
掘
パ
ネ
ル
展

日
月
3
日
（
火
・
祝
）

午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
3
時

平
成
1

0
年
度
以
降
の
発
掘
調
査
で
出
土

し
た
遣
物
や
、
調
査
の
歴
史
な
ど
の
展
示

パ
ネ
ル
も
ま
じ
え
な
が
ら
解
説
し
ま
す
。

※
展
示
パ
ネ
ル
は
石
神
井
城
跡
主
部
跡
が
特

別
公
開
さ
れ
る
期
間
中
（
1
0
月
3
1
日
～

1
1
月
8
日
、
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
4

時
3
0
分
）
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
場
所
】
都
立
石
神
井
公
園
石
神
井
城
跡

【
交
通
】
石
神
井
公
園
駅
（
西
武
池
袋
線
）

下
車
徒
歩
2
0
分

【
申
込
み
】
当
日
現
地
で
（
無
料
）

※
雨
天
中
止

【
問
合
せ
】
練
馬
区
教
育
委
員
会
文
化
財
係

電
話
0
3
（
5
9
8
4
）
2
4
4
2

◇
尾
崎
遺
跡
（
都
指
定
史
跡
）

春
日
小
学
校
建
設
に
あ
た
っ
て
、
昭
和

5
4
・
5
5
年
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
旧
石
器
時

代
か
ら
近
世
ま
で
の
複
合
遺
跡
で
す
。
縄
文

時
代
早
期
の
土
器
、
平
安
時
代
の
火
き
り
臼

（
火
起
こ
し
器
）
、
中
・
近
世
の
陶
磁
器
な
ど

の
出
土
品
が
展
示
室
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

【
場
所
】
春
日
町
5
・
1

2
－
1
春
日
小
学
校
内

【
交
通
】
練
馬
春
日
町
駅
（
都
営
大
江
戸
線
）

下
車
徒
歩
8
分

【
目
時
】
1
0
月
3
1
日
（
土
）
、
1
1
月
1
日
（
日
）
、

3
日
（
火
・
祝
）
、
7
日
（
土
）
、
8
日

（
日
）
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

※
校
内
に
立
入
る
際
に
は
、
必
ず
学
校
の
受

付
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◆
尾
崎
遺
跡
出
土
品
展
示
解
説
会

1
1
月
8
日
（
日
）
午
前
1
1
時
と
午
後
2

時
の
2
回
、
学
芸
員
が
展
示
物
の
解
説
を
行

い
ま
す
。

◇
練
馬
白
山
神
社
の
大
ケ
ヤ
キ

（
国
指
定
天
然
記
念
物
）

白
山
神
社
の
ケ
ヤ
キ

は
2
本
あ
り
、
い
ず
れ

も
樹
齢
約
9
0
0
年
と
推
定

さ
れ
る
全
国
で
も
有
数

の
巨
木
で
す
。
源
義
家

が
永
保
3
年
　
（
一
〇
八

三
）
、
「
後
三
年
の
役
」

三
宝
寺
池
は
武
蔵

野
三
大
湧
水
池
の
一

つ
で
、
石
神
井
川
の

水
源
の
一
つ
に
も
な

っ
て
い
ま
し
た
。
三

宝
寺
池
南
側
の
台
地

に
石
神
井
城
跡
が
あ

で
東
北
へ
向
う
際
、
戦
勝
を
祈
願
し
て
苗
を

奉
納
し
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

【
所
在
地
】
練
馬
4
－
2
　
日
山
神
社
境
内

【
交
通
】
豊
島
固
駅
　
（
西
武
豊
島
線
・
都
営

大
江
戸
線
）
　
下
車
徒
歩
5
分

◇
小
野
蘭
山
墓
及
び
墓
誌

（
都
指
定
有
形
文
化
財
）

り
ま
す
。
南
側
を
石
神
井
川
に
挟
ま
れ
た
要

害
の
地
で
し
た
。
石
神
井
城
は
中
世
こ
の
あ

た
り
を
支
配
し
て
い
た
豊
島
氏
の
城
で
、
太

田
道
港
に
攻
め
ら
れ
文
明
9
年
（
一
四
七
七
）

に
落
城
し
ま
し
た
。

【
所
在
地
】
　
石
神
井
台
一
丁
目
・
二
丁
目
他

都
立
石
神
井
公
園
内

【
交
通
】
　
石
神
井
公
園
駅
　
（
西
武
池
袋
線
）

南
口
下
車
徒
歩
2
0
分

【
公
開
時
間
】

午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時
3
0
分

小
野
蘭
山
　
（
｛

七
二
九
～
一
八
一

〇
）
　
は
江
戸
中
期

に
活
躍
し
た
本
草

学
　
（
博
物
学
）
　
者

◇
三
宝
寺
池
沼
沢
植
物
群
落

（
国
指
定
天
然
記
念
物
）

尾崎遺跡出土品

（区指定文化財）

で
す
。
大
正
1
2
年
の
関
東
大
震
災
の
罷
災
に

よ
り
浅
草
か
ら
現
在
地
に
移
転
し
ま
し
た
。

【
所
在
地
】
練
馬
4
－
2
7
　
迎
接
院
墓
地
内

（
十
一
ケ
寺
墓
地
内
）

【
交
通
】
豊
島
園
駅
　
（
西
武
豊
島
線
・
都
営

大
江
戸
線
）
　
下
車
徒
歩
5
分

【
公
開
時
間
】
午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0
分

三
宝
寺
池
の
中

央
、
「
中
の
島
」
　
周

辺
が
指
定
範
囲
と

な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ウ
ホ
ネ
、
ミ
ツ

ガ
シ
ワ
、
ハ
ン
ゲ

シ
ョ
ウ
、
カ
キ
ッ

バ
タ
な
ど
の
水
生

植
物
を
中
心
に
、
貴
重
な
植
物
相
が
み
ら
れ

ま
す
。

4
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